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1 .はじめに
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まず，河川争奪とは何かを手元にある地学辞典で調べてみよう。
(木村敏雄ら， 1973 (編集) :新版地学辞典!II，古今書院， p. 97) 
河川争奪 River-captureあるいはStream Piracy 
ある河川が他の河川の流域を奪う現象。すなわち，ある河川が隣接する別の谷の頭部侵食(谷
頭侵食， headward erosion) によって河床を侵食され，その上流の河水が隣接の谷に流れ込む時
にこのようにいう。いわば，河谷の発達に伴う谷の生存競争ということができる。この時，上流
河川は急に方向を変える。これを争奪のひじ (elbow of capture) とよぴ，この地点より下流の
旧流路の谷は河水を失うので，河流のない川と化する。このようなかれ(澗)谷を風げき(隙)
(wind gap) とよぶ。他方，争奪を行った谷は上流部の河水によって下刻が行われ，峡谷をな
す。この現象を河川の奪取 (river capture) またはざん(斬)首 (behead) という。断層運動に
より起こることもあるが，両河川の侵食速度の差によるものが多い。図に示すように，侵食に弱
い軟岩中を流れる A川と，侵食に強い硬岩中を流れる B川が接する。 A川の谷は B川よりも深く
侵食きれる。 A川の頭部侵食が進み， B川の流路に達すると，合流点より上流のB川の水はA川
に流れおちる。つまり， A川がB川の流域を奪ったことになる。(一部加筆・修正)
w ウインドウギャップ
上述の説明で， B 川のうち合流点より下流にあった部分は，水量が減少する。河川争奪後には，結
果的に，流れる水の量(侵食能力)以上の川幅を持つ。このような谷(河)1 )を無能谷(河川 1 )り 11 幅
を作るだけの侵食能力を持たない谷や河川， underfit river) あるいは不適合谷(河)11) (J II 幅と水量
が適合しない谷， misfit river) という。通常，河川の縦断面は，河口からゆっくりと勾配を増し，水
源地近くで急激に高度を上げる。しかし，無能谷の場合，合流点から上流にあった部分が失われてし
まうので，その水源地は急勾配の地形から始まるということはない。水源地から流れ出た河川は， gだ
らだら'と下流に向かつて流れる。下流から水源地を眺めると，その先端は風隙となっている。
河川争奪は，必然的に河川流路の変化を伴うので，その結果は地形図に表現される。また，これか
ら起きるであろう所も地形図上で推測できる。このような観点から，福井県内で，河川争奪が起きた
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所やこれから起きる所を地形図上で探し出し(第 1 図) ，河川争奪以前の流路はどんなであったか，争
奪後の流路はどうなるであろうか，また，何が原因して河川争奪が起きる(起きた)のだろうかを調
べてみよう。
2 .河川争奪前の例
河川争奪は，ある河川 (A) の流路の途中 (P) へ他の河川 (B) の谷頭あるいは流路の途中 (Q)
が接した際，接点(争奪のひじ)においてAの河川の下流に向かつての勾配より Bの河川の下流に向
かつての勾配の方がきついため， A を流れていた川の水がBへ流れ落ちることにより発生する。
会
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第|図:地形図の解析により，
河川争奪が起こったと判断さ
れる場所(・)とこれから起
きるであろうと判断される場
所。福井県各地に介布するが，
特に嶺北部に目立つ。 .の番
号は本文中の地形図の番号に
対応する。
第 2 図(現河川は青線で示されている。以下同じ)では“よも太郎山"から流れ出るゴトゴト谷と
その南の谷 (A) がかなり接近している。ゴトゴト谷から南東に延びる沢 (B) や南の谷 (A) の側
方侵食速度が大きいと，やがて，両者は接することになる。現在の地形図(第 2 図)では，谷A とゴ
トゴト谷のもっとも近いところでは高度差が150mある。谷A とゴ トゴト谷の聞のバリアー(尾根)が
削り取られると，谷A を流れていた水はゴトゴト谷へ流れていくことになる。何年後になるかは分か
らないが，第 2 図の点線で示されるような河川の状況が出現するであろう。争奪のひじから下流にあ
った谷Aの部分は無能谷となる。
第 3 図では，河野川の支流A と支流B は地点 P で著しく接近している。将来両支流は合流するであ
ろう。地点 P において両方の支流はあまり高度差がないので，どちらの支流が争奪し，どちらの支流
の上流部が争奪きれるかは判断できないが，いずれにしても河川争奪が発生するであろう 。 仮に支流
Aが支流B を争奪したとすると，第 3 図(点線)のようになる。
血〈みがわ 〈まのこかわ
第 4 図には温見川と熊河川が地点 Pにおいて著しく接近していることが示されている。温見川に沿
って温見断層(根尾谷断層の一部)が走っており，断層破砕部が軟弱化している。また，温見断層に
より，左ずれ(断層線の向こう側が左の方へ移動)の断層変位がもたらされているので，やがて，温
見川と熊河川|が接合する。温見川が地点 P を突っ切って，熊河川に流れ込むと，第 4 図の点線で示す
ようになり，争奪のひじ(地点 P) から下流の温見川は無能谷となる。現在の標高(温見川の方が低
い)から判断すると，逆の場合(熊河)11 が温見川に流れ込む場合)もあり得る。
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第 2 図:大野市東部，打波
川上流地域のゴトゴ卜谷と
その南の谷 (A) 。 ゴ卜ゴ卜
谷の小支流(B )が谷 A に
到達すると，河川争奪が起
こる 。 その結果，点線で示
したような河川系ができあ
がる 。 大矢印は現在の流向。
小丸からでた小矢印は河川
争奪後の流向。 国土地理院
昭和56年発行 1/25 ， 000 地
形図「願教寺山」を使用。
すげんたん
第 3 図:河野村菅谷で発生しつつある河川
争奪。 河野川の支流 A と支流 B は地点 P で接
近しており，やがて両支流はどちらか一方に
合流する。 支流 A が支流 B を奪 うと点線で与示
した河川|系ができる 。 大矢印は現在の流向。
小丸からでた小矢印は河川争奪後の流向。 国
土地理院平成 10年発行 1 /25 ， 000 地形図「今
庄」と国土地理院昭和62年発行 1/25 ， 000 地
形図 「j可里子」 を使用。
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第 4 図:大野市南部の温見川と熊河川の
接近状態を示す地形図。 温見川は温見断
層による破砕帯中を流れている 。 両河川
は地点 P で接近しており，近い将来，河
川争奪が起きるであろう 。 仮に，地点、 P
の鞍部が侵食により低下し，温見川が熊
河川|に流れ込むようになると，地点 P か
ら下流の温見川は無能谷となる 。 この場
合の争奪後の河川系を点線で示す。 大矢
印は現在の流向。 小丸からでた小矢印は
河川争奪後の流向(現在，地点 P の両側
では，温見川の方が熊河川より低いので，
逆の争奪もあり得る) 。 国土地理院平成 7
年発行 1 /50 ， 000 地形図「冠山」を使用。
第 5 図:今庄町高倉谷付
近の地形図。 地点 P と地
点 Q では，河川が接近し，
河川争奪がまさに起きょ
うとしている 。 河川争奪
後の河川系を点線で示す。
この地域には，黒破線で
示す位置に右ずれと考え
られる金草岳断層が走っ
ている 。 右ずれ変位介を
戻すと，第 6 図のように
なる 。 大矢印は現在の流
向。 小丸からでた小矢印
は河川争奪後の流向。 国
土地理院平成 7 年発行
1 /50 ， 000 地形図「冠山」
を使用 。
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第 6 図:今圧町高
倉谷を通る金草岳
断層による変位量
を復元した因。 当
時の河川 I (実線)
は現在とは異な る
河川の状態であっ
たことが分かる 。
金草岳断層は活断
層である。 国土地
理院平成 7 年発行
1 /50 ， 000 地 形 図
「冠山」 を使用。
なお， 復元作業に
はかな りの唾昧さ
を含んでいること
ー一一一一一一一一一 一 一 一 に留意して下さい。
第 5 図には，金草岳断層が示きれている(破線)。金草岳断層に沿っていくつかの河川が折れ曲がっ
たり ， 接近したりしている。この断層は右ずれ断層(断層線の向こう 側が右の方へ移動する断層)と
いわれており，断層活動以前の河川は第 6 図のようであった。断層運動により，河川が折れ曲がり ，
現在は第 5 図のような河川網(青線)になっている。ところが，地点 P と Q では河川が接近してきて
おり，やがて温見川 と熊河川 で起きつつあるような河川争奪が起こるであろう。その結果， 第 5 図の
ような河川網(点線)ができあがる。
3 .河川争奪後の地形
福井県では， 河川争奪がかなり一般に見られるが， その原因の多くが断層運動に関係している。例
えば，第 7 図には， 武生市西部の吉野瀬川が天王川の上流部を奪った例が示されている。現在の吉野
ことはら しようれんげ
瀬川 1 (青線)は勾当原から北流し，勝蓮花で東に向かつて流れを変え， 武生市街地に向かつて東流し
せんごうたに
ている。一方， 千合谷から東流する天王川は菖蒲谷で向きを北に変えている。 地質学的 ・ 地形学的調
査によると ， かつて勾当原から流れ出た河川 は菖蒲谷を経て天王川へ注いでいた。すなわち勾当原か
ら勝蓮花と流れている河川は天王川の上流部であった。吉野瀬)1 1 が東か ら西に向かつて進入 し，その
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第 7 図:武生市西部の地形
図。 吉野瀬川と天王川の分
水界は菖蒲谷にある，地質
学的調査によると，数万年
前には，勾当原カ、ら勝蓮花，
菖蒲谷を経て，北流する川!
(古天王J 11) があった。 古
天王川は勝蓮花辺りで，野
瀬川により上流部を奪われ
た。 吉野瀬川は断層破砕帯
を流れており，天王川と吉
野瀬川との聞の水系変遷に
はこの断層が大きく関わっ
ている 。 現在の河川による
侵食が継続するとやがて吉
野瀬川が菖蒲谷で天王川に
交わり，河川争奪が起こる
(点線) 。 大矢印は現在の流
向。 小丸からでた小矢印は
河川争奪後の流向。 国土地
理院平成 4 年発行 1 /
50 ， 000 地形図「鯖江」を使
用 。
第 8 図:吉野瀬川断層による左ずれ変
位を復元した時の天王川と吉野瀬川の
状況(実線) 。 第 7 図と比較すると，激
しく河川系が変化している ことが理解
できる。 国土地理院平成 4 年発行 1 /
50 ， 000 地形図「鯖江」を使用。 なお，
復元作業にはかなりの唆昧さがあるこ
とに留意して下さい。
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先端部がやがて天王川と勝蓮花付近で接し，河川を争奪してしまった。その後も吉野瀬川による谷頭
侵食や土砂の吐き出しが進展し，現在は，米口町まで吉野瀬川が進出している。吉野瀬川は，東西性
の断層破砕帯に沿って武生市街地から西に向かつて谷頭侵食していってできた河川である。第 8 図に
は河川争奪発生前の吉野瀬川，天王川(実線)および吉野瀬川断層(破線)の状況が描かれている。
最近の地質調査によれば，勝蓮花における河川争奪は 2-3 万年前に起きたときれている。さらに，
今後も吉野瀬川の西進が続行すると，やがて菖蒲谷で現天王川の上流部(菖蒲谷から千合谷の間)は
吉野瀬川に奪われることになる(第 7 図，点線)。すなわち，この地域での河川網の変遷は，第 8 図(過
去)から第 7 図(青線)を経て第 7 図の点線へと変化していく。
うちこし
織田町市街地のすぐ北側に打越という地名がある(第 9 図)。打越を通る県道沿いに土地改良記念碑
が建っている。この記念碑の南では河川が南へ流れ，織田市街地を通って天王川へ注ぎ，北で、は北へ
おちがわ
流れ越知川へ流れ込んて、いる(戸線)。地質学的解析によれば，かつて天王川は南の越前陶芸村から北
上し，織田市街地を経由し糸生方向へ流れていた。ある時期に広野・江波まで達していた河川が織田
市街地の南 (p) で旧天王川に入り込み，現天王川ができ上がった。新たな谷頭侵食が合流点から打
越に向けて進行し，現在は打越以南では，旧天王川に沿って南流する河) 11 が出現した。このような経
過をたどっているので，今後分水界は北上を続けるであろう。
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第 9 図:織田町市街地を含む地形図。 市街地
のすぐ北にある打越は北流する越知川と南流
し天王川に合流する河川との分水界である 。
地質学的調査によると，数万年前には古天王
} 11 は小曽原から北流し， ~見織田町の市街地を
経て，そのまま王見越知川|の流域を流れていた。
数万年前に江波から現天王川が谷頭侵食によ
り西進し，ついに地点、 P において古天王川に
たどり着いたため，現天王川ができた。 合流
点からの侵食が北進し，現在の打越までが天
玉川|の水系に含まれるようになった。 大矢印
は現在の流向。 国土地理院平成 4 年発行 1/
50 ， 000 地形図「鯖江」を使用。
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第 10図:敦賀市南部を流れる黒河
川における河川争奪。黒河川の支
流 A と B は一つの湿原 R から流れ
出ている。地形から判断すると，
支流 A は南方の S から R を経て P
で黒河川に注いでいた(実線)が，
地点 Q から西進してきた小支流
(実線)が地点、 P で支流 A に交わ
り，河川争奪を起こした。ぞれ以
後小支流の谷頭侵食が支流 A に沿
って進展し，現在の河川系が完成
した。大矢印は現在の流向。小丸
からでた小矢印は河川争奪前の流
向。国土地理院平成 4 年発行 1/
50 ， 000 地形図「敦賀」を使用。
第10図は黒河川上流部の地形図である。河川 Aは湿原( R) から北流し地点 P で黒河川に，河川 B
は南流し地点Qで同じく黒河川に流入している(青線)。地形を判断すると，河川争奪以前は第10図(実
線)に示すように河川が流れていたが，地点Qから西に進入してきた河川 Bが河川 Aの上流部を争奪
したと判断される。
ぐたに
第 11図には，河野村具谷地域の地形図が示されている。地形図から判読すると，少なくとも 2 ケ所
で河川争奪があった判断きれる。第15図(実線)に推定される河川争奪以前の河川と河川争奪の場所
を示しているが，これを参照する前に，読者も河川争奪以前の状況を推定して下きい。
4 .河川蛇行による河川争奪
一般的には，河川争奪は異なる河川(支流)の間で起こる。しかし，同ーの河川でも起こる場合が
もちこし
ある。第12図は足羽川中流域の持越地区の地形図である。地形図の中央を北流する足羽川が持越で大
きく蛇行し，ループを描いている(青線)。ループの付け根は距離(幅) 20m，付け根の両側での河床
高度差は50mに達する。蛇行がきらに進展し，付け根のところが侵食きれると，足羽川はショートカ
ットし，持越からそのまま北東に落下する(第12図，点線)。争奪直後は高さ 50mの滝が出現する。ル
ープの部分は，取り残きれ，無能谷となる。
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第 13図:大野市西勝原における九
頭竜川の蛇行。 ループのネックを
越美北線が通っている 。 越美北線
のトンネルのす ぐ北に崩落地形が
見られる 。 将来九頭竜川はこの破
砕部でショートカットし，ループ
は放棄される(点線) 。 大矢印は現
在の流向。 小丸からでた小矢印は
河川争奪後の流向。 国土地理院平
成 3 年発行 1/25 ， 000 地形図「荒
島岳」を使用。
第 14図:河野村河野から大谷地区の地形図。 海岸に沿って申楽城断層が通ってい
ると言われている 。 甲楽城断層 (破線) により河野)11 の支流の上流部が
切断され， 多 くの風隙(矢印)ができている 。 国土地理院平成元年発行
1 /50 ， 000 地形図「今庄」を使用。
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フォーラム 2 河川流路の変遷と河川争奪
5 .河川争奪を起こす原因
典型的な河川争奪は，ある河川の途中に他の河川の谷頭が接することにより発生する。河川の侵食
能力あるいは岩盤の強度の違いやその分布を反映して上流に向かつて下刻している河川が他の河川と
交差するのが原因である。断層による破砕帯は周囲の岩盤より圧倒的に強度が低く，侵食きれやすい。
日本には断層が無数に走っており，その断層に沿って河川が流れている例が多い。また，河川を横切
る断層が発生すると，その破砕帯に向かつて侵食が進み侵食谷となる。やがて，その侵食谷(新しい
河川)は他の河川まで達してしまう。このことにより，河川争奪が起きる。日本でみられる河川争奪
の多くは，このような断層運動に関係している。
複数の河川が平行に流れる地域で，その河川にほぼ直交して断層が発生し，上流側が沈降し，海域
となってしまうと，河川争奪に起因しないが，やはり何列もの平行な無能谷が発生する。福井県河野
かぷら f
村には甲楽城断層の運動に関係し，典型的な風隙を伴う無能谷が多数存在する(第14図)。
河川の蛇行によっても河川争奪が発生する例が足羽川と九頭竜川にみられると述べた。この場合，
河川の蛇行がなぜ起きている(起きた)かが問題である。河川の蛇行の原因としては，一般的には，
次の二つが考えられる。
①昔の平坦な地形を蛇行しながら流れていた河川がそのまま現在も蛇行しながら，各所で側方侵食
(河川壁侵食)をし，持越でみられるようなループを作るに至った。
②河川の途中に侵食に対する抵抗力が大きい岩石があり，それを避けるように河川|が蛇行する。逆
に弱い部分があれば，その方向に蛇行あるいはショートカットする。
持越の例は①に関係し，西勝原の例は②に関係しているようである。
このフォーラムで紹介した河川争奪はほんの少数例であり，スケールを間わなければ，県内はもと
より， 日本国中どこにでも存在する。また，前回のフォーラムで紹介した足羽川の河川改修による流
路変更も，人為的であれ，河川争奪とみることができる。すなわち，人為的水路が足羽川を奪い，無
きつねがわ
能河川が狐川である。この足羽川の例にみられるように，近年の土木技術の進展により，各所で，人
為的に河川争奪が起こされている。
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第 15図:何万年か前にあった河野村
河内と具谷地域の河川系。第 11 図参
照。小丸からでた小矢印は河川争奪
前の流向。国土地理院平成 10年発行
1/25 ， 000 地形図「今庄」と国土地理
院昭和62年発行 1/25 ， 000 地形図
「j可野」を使用 。
服部 勇 ・田中和子
河川争奪により河川網が変化し，地形も変化する。また，断層運動により地形が変化し，河川争奪
が発生する。今回紹介したよ うに， 地形図を見る (読む)だけで， 地域の過去の地形や将来の地形が
想像できる。地形図は実に多くの情報を提供してくれていることが実感できる。ただし，自然界で起
きている河川争奪に関する時間スケールは万年単位であり ，過去とか将来といっても，我々の目の前
で河川争奪が発生するということはない。
このフォーラムで紹介した河川争奪は自然界の現象であるが， 類似の現象は人間界の，特に交通網
でも起きている。 例えば，たいへん交通量の多い道路に， 横から新しい道路が接合すると，交通が新
しい道路へ流れて，旧来の道路は閑散としてくることは珍しくない。鉄道交通網でも同じことが起こ
りうる 。 これらも現象的には河川争奪と同じである。
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